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電
気
事
業
法
施
行
規
則
第
四
十
五
条
の
二
十
一
の
二
「
一
般
送
配
電
事
業
者
は
、
当
該
通
知
に
従
い
、
賠
償
負
担
金
を
そ
の

接
続
供
給
の
相
手
方
か
ら
回
収
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
」
に
基
づ
き
、
一
般
送
配
電
事
業
者
は
託
送
料
金
に
賠
償
負
担
金
を

上
乗
せ
し
て
回
収
し
て
い
る
。
賠
償
負
担
金
は
、
次
の
法
令
及
び
閣
議
決
定
等
に
よ
り
規
定
さ
れ
て
い
る
。 

 

電
気
事
業
法
施
行
規
則
第
四
十
五
条
の
二
十
一
の
三
で
は
「
賠
償
負
担
金
」
を
「
（
前
略
）
原
子
力
損
害
（
原
子
力
損
害
の

賠
償
に
関
す
る
法
律
第
二
条
第
二
項
に
規
定
す
る
原
子
力
損
害
）
の
賠
償
の
た
め
に
備
え
て
お
く
べ
き
で
あ
っ
た
資
金
で
あ
っ

て
、
旧
原
子
力
発
電
事
業
者
が
平
成
二
十
三
年
三
月
三
十
一
日
以
前
に
原
価
と
し
て
算
定
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
も
の

を
、
一
般
送
配
電
事
業
者
が
行
う
接
続
供
給
に
よ
っ
て
回
収
し
よ
う
と
す
る
と
き
」
の
資
金
と
規
定
し
て
い
る
。 

 

原
子
力
損
害
賠
償
・
廃
炉
等
支
援
機
構
法
（
以
下
、
「
支
援
機
構
法
」
と
い
う
）
第
四
十
一
条
第
一
項
第
一
号
で
は
、
「
当

該
原
子
力
事
業
者
に
対
し
、
要
賠
償
額
か
ら
賠
償
措
置
額
を
控
除
し
た
額
を
限
度
と
し
て
、
損
害
賠
償
の
履
行
に
充
て
る
た
め

の
資
金
を
交
付
す
る
こ
と
」
を
「
資
金
交
付
」
と
規
定
し
て
い
る
。 

 

二
〇
一
六
年
十
二
月
二
十
日
閣
議
決
定
「
原
子
力
災
害
か
ら
の
福
島
復
興
の
加
速
の
た
め
の
基
本
指
針
に
つ
い
て
」
で
は
、

そ
の
二
十
六
ペ
ー
ジ
で
、
「
国
民
全
体
で
福
島
を
支
え
る
観
点
か
ら
、
福
島
第
一
原
発
の
事
故
前
に
は
確
保
さ
れ
て
い
な
か
っ
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た
分
の
賠
償
の
備
え
に
つ
い
て
の
み
、
広
く
需
要
家
全
体
の
負
担
と
し
、
そ
の
た
め
に
必
要
な
託
送
料
金
の
見
直
し
等
の
制
度

整
備
を
行
う
。
」
と
し
て
い
る
。 

 

さ
ら
に
注
十
四
で
「
回
収
す
る
金
額
の
規
模
は
、
現
在
の
一
般
負
担
金
の
水
準
を
ベ
ー
ス
に
、
一
Ｋ
Ｗ
当
た
り
の
単
価
を
算

定
し
た
上
で
、
こ
れ
を
前
提
に
、
（
略
）
二
〇
二
〇
年
前
の
二
〇
一
九
年
度
末
時
点
ま
で
に
納
付
し
た
又
は
納
付
す
る
こ
と
に

な
る
と
見
込
ま
れ
る
一
般
負
担
金
の
合
計
額
を
控
除
し
た
約
二
・
四
兆
円
と
し
、
こ
れ
を
上
限
と
す
る
。
」
と
し
、
「
資
金
の

回
収
に
当
た
っ
て
は
、
適
正
な
託
送
料
金
水
準
を
維
持
し
て
い
く
観
点
か
ら
、
年
間
約
六
百
億
円
程
度
を
、
二
〇
二
〇
年
度
以

降
、
四
十
年
程
度
に
わ
た
っ
て
回
収
し
て
い
く
も
の
と
す
る
。
」
と
書
か
れ
て
い
る
。 

 

こ
れ
ら
賠
償
負
担
金
の
規
定
等
に
つ
き
、
以
下
質
問
す
る
。 

一 

東
京
電
力
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
事
故
（
以
下
、
事
故
と
言
う
）
以
前
の
電
気
料
金
は
、
規
制
料
金
で
あ
り
法
令
及
び

買
電
契
約
約
款
等
の
手
続
き
に
基
づ
き
適
正
に
支
払
わ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
一
方
、
昨
年
十
月
か
ら
導
入
さ
れ
た
賠
償
負
担

金
は
事
故
前
の
「
原
子
力
損
害
（
原
子
力
損
害
の
賠
償
に
関
す
る
法
律
第
二
条
第
二
項
に
規
定
す
る
原
子
力
損
害
）
の
賠
償

の
た
め
に
備
え
て
お
く
べ
き
で
あ
っ
た
資
金
で
あ
っ
て
、
旧
原
子
力
事
業
者
が
平
成
二
十
三
年
三
月
三
十
一
日
以
前
に
原
価

と
し
て
算
定
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
」
分
を
全
需
要
家
に
負
担
さ
せ
る
も
の
で
あ
る
。
全
需
要
家
が
過
去
分
の
電
気
料
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金
を
遡
及
し
て
負
担
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
法
的
根
拠
を
示
さ
れ
た
い
。 

二 
電
気
料
金
の
算
定
に
お
け
る
過
去
分
の
保
険
料
等
の
算
入
決
定
に
つ
い
て
も
、
電
気
料
金
審
査
専
門
小
委
員
会
に
お
い
て

算
定
・
算
入
の
判
断
を
し
て
お
り
全
需
要
家
に
責
任
は
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
全
需
要
家
は
算
定
で
き
な
か
っ
た
過
去
分
を

電
気
料
金
で
負
担
す
る
義
務
は
な
い
の
で
は
な
い
か
。
見
解
を
問
う
。
ま
た
、
義
務
が
あ
る
と
す
れ
ば
、
そ
の
法
的
根
拠
を

示
さ
れ
た
い
。 

三 

事
故
後
に
保
険
金
等
を
「
備
え
て
お
く
べ
き
だ
っ
た
」
と
し
て
、
「
過
去
の
保
険
料
」
を
電
気
料
金
で
需
要
家
に
請
求
す

る
こ
と
の
で
き
る
法
的
根
拠
を
示
さ
れ
た
い
。 

四 

事
故
前
に
「
原
価
と
し
て
算
定
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
」
費
用
を
、
二
〇
二
〇
年
度
か
ら
全
需
要
家
に
託
送
料
金
で

負
担
さ
せ
る
こ
と
は
、
本
来
、
託
送
料
金
の
原
価
で
は
な
い
「
原
子
力
損
害
（
原
子
力
損
害
の
賠
償
に
関
す
る
法
律
第
二
条

第
二
項
に
規
定
す
る
原
子
力
損
害
）
の
賠
償
の
た
め
に
備
え
て
お
く
べ
き
で
あ
っ
た
資
金
で
あ
っ
て
、
旧
原
子
力
事
業
者
が

平
成
二
十
三
年
三
月
三
十
一
日
以
前
に
原
価
と
し
て
算
定
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
」
費
用
を
算
入
す
る
こ
と
に
な
る
。

こ
れ
は
総
括
原
価
方
式
の
原
則
に
反
す
る
の
で
は
な
い
か
。
見
解
を
問
う
。
ま
た
、
反
し
な
い
と
す
る
な
ら
ば
、
そ
の
理
由

を
示
さ
れ
た
い
。 
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五 

そ
も
そ
も
、
政
府
は
事
故
を
起
こ
し
た
責
任
は
誰
に
あ
る
と
考
え
て
い
る
の
か
。
ま
た
、
事
故
に
よ
る
損
害
の
賠
償
責
任

は
誰
が
負
う
と
考
え
て
い
る
の
か
。
見
解
を
問
う
。
現
在
の
原
子
力
損
害
の
賠
償
負
担
金
の
仕
組
み
で
は
、
全
需
要
家
に
事

故
責
任
と
損
害
賠
償
責
任
を
負
わ
せ
る
仕
組
み
と
な
っ
て
い
る
が
、
そ
の
法
的
根
拠
を
明
確
に
示
さ
れ
た
い
。
仮
に
、
誰
に

も
責
任
が
な
い
と
す
れ
ば
「
備
え
て
お
く
べ
き
だ
っ
た
資
金
」
を
全
需
要
家
が
負
担
す
る
法
的
根
拠
を
示
さ
れ
た
い
。 

六 

今
後
、
原
子
力
発
電
に
よ
る
事
故
が
起
き
て
原
子
力
損
害
が
生
じ
た
場
合
に
備
え
る
責
任
は
誰
に
あ
る
の
か
。
見
解
を
問

う
。
「
備
え
て
お
く
べ
き
だ
っ
た
資
金
」
を
す
べ
て
の
需
要
家
が
負
担
す
る
根
拠
は
な
い
と
考
え
る
が
、
仮
に
全
需
要
家
に

責
任
が
あ
る
と
す
る
な
ら
ば
、
そ
の
法
的
根
拠
を
示
さ
れ
た
い
。 

七 

そ
も
そ
も
事
故
前
に
「
原
子
力
損
害
の
賠
償
に
備
え
て
お
く
べ
き
で
あ
っ
た
資
金
」
と
は
何
か
を
明
確
に
示
さ
れ
た
い
。

電
力
シ
ス
テ
ム
改
革
貫
徹
の
た
め
の
政
策
小
委
員
会
の
と
り
ま
と
め
に
よ
れ
ば
、
福
島
事
故
前
に
確
保
さ
れ
て
お
く
べ
き
で

あ
っ
た
賠
償
へ
の
備
え
は
三
・
八
兆
円
で
あ
る
。
こ
れ
は
事
故
前
の
費
用
で
あ
る
。
一
方
、
原
子
力
損
害
賠
償
・
廃
炉
等
支

援
機
構
の
借
入
金
は
、
事
故
後
に
発
生
し
た
費
用
で
あ
る
。
こ
の
全
く
意
味
も
趣
旨
も
違
う
も
の
を
支
援
機
構
法
で
い
う

「
一
般
負
担
金
」
と
し
て
、
混
同
さ
せ
て
負
担
、
回
収
す
る
こ
と
は
法
令
に
反
す
る
の
で
は
な
い
か
。
見
解
を
問
う
。
法
令

に
反
し
な
い
と
す
る
な
ら
ば
、
そ
の
法
的
根
拠
を
示
さ
れ
た
い
。 
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右
質
問
す
る
。 


